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　ＥＭシステムズは2023年にグッドサ
イクルシステムとユニケソフトウェア
リサーチを子会社化し、グループとし
て薬局・薬剤師業務のデジタルトラン
スフォーメーション（ＤＸ）推進を支
援している。
　24年度診療報酬改定では、「医療Ｄ
Ｘ推進体制整備加算」など、ＤＸを意
識した点数が導入され、実業務におけ
るＤＸ化の推進が図られている。これ
により、業界全体として薬局のＤＸ化
が必須となる時代に突入していく。
　ＥＭシステムズは、22年12月にリ
リースした「MAPs for PHARMACY 
DX」は、レセコンや電子薬歴の枠を
超え、薬局ＤＸを通じて、「モノから
ヒトへ」に対応した薬局をサポート
し、薬剤師や患者の顧客体験である
ユーザーエクスペリエンス（ＵＸ）を
高め、＃ＴＸ（ThanksTransformation）
を実現する「オールインワン・ファー
マシープラットフォーム」。ＤＸ推進
に役立つシステムとして、大きく３つ
の方向性を意識している。各種機能
を、▽ユーザーとのつながりを深める

「SoE」▽業務の正確性や継続性を支
える「SoR」▽分析や洞察により成長
や進化を生み出す「S o I」――の３つ
に分け、各領域での機能拡充を目指し
ている。
　６月にリリースした「処方箋シェア
リング」は、クラウドやリモートデス
クトップの仕組みを活用することで、
チェーン薬局本部主導での処方箋入力
センター運用や混雑時間帯が異なるこ
とを利用した他店舗からの代行入力、
在宅勤務スタッフによる代行入力が可
能となる。また、薬局向け業務支援Ｂ
Ｉツール「BunseQI」は、“対人業務へ
のシフト”“薬剤師のスキルアップ”
“マーケティング・経営戦略の策定支
援”を目的に、様々なデータを活用・
分析する。処方箋リーダーは、最先端
ＡＩや医療専用ＯＣＲの技術で、処方
箋入力作業の大幅な時間削減を実現
し、薬局ＤＸを促進する。
　ユニケソフトウェアリサーチでは、
ＥＭシステムズグループの開発力やソ
リューションを取り入れることでライ
ンナップを強化し、地域の医療提供に

おいてそれぞれの薬局・薬剤師が目指
す姿を支援している。
　日々の薬局業務で利用の基幹システ
ムとして強化した、レセコン・クラウ
ド薬歴連携システム「P-CUBE +g」（ピー
キューブプラスジー）は、利用者のク
ラウドに対するニーズに応えて23年12
月にリリースした。クラウドの特性を
生かしたiPadの利用によって、電子薬
歴を携帯し、在宅医療やチェーン店の
他店舗でもスムーズに活用することが

できる。処方内容や患者情報ごとな
どに確認すべき事項がピックアップ
される「ガイド機能」やiPad の標準
機能の音声入力機能によって、適切
な服薬指導や薬歴の入力、作成時間
の短縮の実現を支援している。さら
に、運用条件が合致した場合には所
有しているiPadやＰＣの活用が行え
るため、導入当初のコスト削減にも
つながる。
　また、オプション機能も充実して
いる。薬剤師としての専門性を発揮
することでかかりつけ薬剤師・集患
対策の可能性をひろげる患者コミュ
ニ ケ ― シ ョ ン ツ ー ル「Followcare

（フォロケア）」を搭載し、オンライ
ン服薬指導や服薬フォローアップ業
務の充実を図っている。Followcare
には５つの機能（処方箋送信、先確
認、オンライン服薬指導＋オンライ
ン決済、フォローアップ、電子お薬
手帳）があり、必要な機能だけ選ぶ
こともできる。
　また、薬局での窓口業務の負担削

減を実現し、薬局における対人業務へ
のシフトを加速化させる薬局向け処方
箋読取システム「処方箋リーダー」も
ラインナップに備えた。処方箋から文
字データを正確に取り込み、処方箋情
報を早く・正確にP-CUBE +gに入力す
ることができる。
　グッドサイクルシステムでは、ス
マート薬歴「GooCo（グーコ）」の後
継として22年12月に「スマート薬歴
GooCo DX」をリリース。薬歴記載業
務の効率化と薬剤師の対人業務強化を
より一層サポートしている。処方箋受
付からオンライン服薬指導、フォロー
アップまで一元管理が可能。ＥＭシス
テムズのレセ・薬歴・在庫一体型薬
局向けクラウドシステム「M A P s f o r 
PHARMACY DX」の電子薬歴機能でも
ある。また、ＥＭシステムズの「ス
マレキ with Recepty」やユニケソフト
ウェアリサーチの「P-CUBEシリーズ」
との一体型使用が可能だ。
　さらに、GooCoDXではＡＩ活用機
能として、「服薬指導音声からのＳＯ
ＡＰ薬歴自動下書き」する機能を開発
中。電子薬歴画面に録音機能を搭載。
録音データは生成ＡＩを活用し、テキ
スト・サマリー化する。服薬指導の内
容が薬歴の下書きとして自動作成され
るため、薬歴作成業務の大幅な効率化
が期待される。この機能はＥＭシステ
ムズグループの展示ブースに参考出展
される予定。各社の製品やソリュー
ションは展示ブースで体験することが
できる。

ＥＭシステムズ・グッドサイクルシステム・
ユニケ・ユニケソフトウェアリサーチ

薬局・薬剤師のDX推進を支援

　アクシスは、国内初（自社調べ）と
なるクラウド型電子薬歴「メディク
ス」を提供し、薬局が抱える様々な課
題解決をサポートしている。クラウド
型電子薬歴であるため、インターネッ
ト環境があれば時間や場所を選ばず、
薬歴の確認や記載を行うことができ、
パソコンだけではなくタブレットＰＣ
など多様な端末で利用が可能。薬局外
での訪問調剤、出張先でも使える薬歴
システムとなっている。持ち運びがで
きるだけではなく、薬剤師の業務手順
や使いやすさを第一に機能を設計して
おり、薬歴入力時間を大幅に短縮して
いるのが大きな特徴だ。
　患者に指導した内容を確実に記録す
ることができるため、整合性のとれた
適切な薬歴作成が可能で、定期的な機
能アップデートも実施している。さら
に、インターネットを通じて全て自動
でアップデートされるため、更新作業

や更新費用などは一切かからない。地
域密着の薬局や在宅専門の薬局など、
様々な薬局に好評でサービス提供開始
から契約継続率99％となっている。ま
た、診療報酬改定等の法改正にもス
ピーディーに対応。特定薬剤管理指導
加算３の新設に伴い、ＲＭＰ対象薬剤
についてはアイコンをクリックするだ
けでＲＭＰ情報の確認、資材の印刷も
できるため。患者に有効な情報の提供
や、加算算定にも役立てる。
　薬歴作成の効率化支援として、服薬
指導・薬歴作成に必要な頭書きや処方
の比較、過去の指導内容が一つの画面
で確認できると共に、服薬指導から薬
歴作成を迅速に行うために入力サポー
ト機能を搭載。患者の生活習慣や嗜好
（頭書き）、処方された薬をもとに、
患者の症状に応じた指導例文が２万点
用意されているほか、よく使う言葉や
文章は薬局オリジナルの指導文として

簡単に登録できるため、
例文をクリックするだけ
で入力が可能となる。ま
た、Googleの音声機能を
搭載しており、漢方薬な
ども音声入力も可能。従
来のオンプレミス型の電
子薬歴は薬歴のデータが
蓄積されると動作スピー
ドが遅くなり、検索に時
間がかかることが指摘さ
れていたが、メディクス
は最先端の高速化技術を
取り入れているため、10
年分以上の薬歴データを
蓄積しても操作レスポン
スの低下がないのも最大のメリットと
いえる。なお、複数店舗の薬歴を管理
できる機能も搭載しており、特に店舗
数が多いチェーン薬局には好評だ。店
舗ごとの来局ピーク時間や地域別デー
タなども集計できるほか、グループ店
舗で「未入力」や「保留」になってい
る薬歴の数を集計し、見える化するこ
とで薬歴未記載を未然に防ぎ、監査や
指導にも役立てる。

　そのほか、訪問調剤や24時間対応、
処方チェック、疑義照会にも対応。オ
プション機能には、病名登録、処方か
らの逆引きによる「疾病監査機能」で
処方をチェックする機能や、ＯＴＣ医
薬品と処方薬の併用薬監査機能、ＤＳ
Ｕ情報が発出された医薬品をチェック
する機能、服薬中のフォローアップ機
能、スキャナ機能などを有し、幅広く
薬局のニーズに対応している。

アクシス「メディクス」

薬局・薬剤師の「想い」を実現


